
区分 【県】武道館機能を有する多目的施設 【県】富山県総合体育センター 【市】富山市総合体育館

富山駅からの
アクセス

富山駅から５５０ｍ、徒歩７分 富山駅から８㎞、車１５分 富山駅から５５０ｍ、徒歩７分

竣工年月 ２０２３年（令和５年）夏頃 １９８４年（昭和５９年）６月 １９９９年（平成１１年）６月

性格・特徴

＜県武道振興の拠点施設＞

・武道競技の振興・競技力向上に寄与する施設
　武道競技の公式大会、日常の稽古や指導者講習
会、研修会を開催できる施設

・県民のスポーツ振興・健康増進に寄与する施設
・魅力あるイベントによる地域活性化、防災力の向
上等に寄与する施設

＜県体育・スポーツ振興の中心的施設＞※公式ＨＰより

・選手強化のための宿泊施設を完備
・体育・スポーツ振興、競技力向上および指導者の
育成・研修、合宿、地域スポーツから国際大会まで
あらゆる規模の競技会の開催を目的とする施設
・置県100年記念事業の一環として、1984年6月に開
設
・武道競技の利用は少ない

＜市ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの中核施設＞※公式ＨＰより

・Bリーグ・富山グラウジーズのホームアリーナ
・Vリーグのプレミアリーグの試合
・2018年北陸で初めてTOKYO GIRLS
COLLECTION開催など、様々なスポーツ大会やイ
ベントを開催
・2000年とやま国体に向け旧富山市体育館を建て
替える形で1999年完成
・武道競技の利用は少ない

＜主道場（ｽﾎﾟｰﾂﾎｰﾙ）＞
【競技面】2,000㎡
【観客席】固定･可動･仮設あわせて
　　　　　　4,000～5,000席程度
・柔道６面
・剣道６面
・バスケットボール　２面
・バレーボール　３面
・バドミントン　10面　等

＜大アリーナ棟＞
【競技面】1,800㎡
【観客席】3,024席
・バスケットボール　２面
・バレーボール　３面
・ハンドボール　１面
・テニス　３面
・バドミントン　10面
・卓球
・体操全種目　等

＜第１アリーナ＞
【競技面】2,534㎡
【観客席】4,650席
・バスケットボール　２面
・バレーボール　３面
・バドミントン　12面等

＜武道場＞
【競技面】2,000㎡
・畳敷き３面（柔道、合気道、ヨガ、ストレッチ 等）
・板敷き３面（剣道､空手道､少林寺拳法､なぎなた､
　銃剣道、エアロビックス、ダンス 等）
（可動間仕切り設置）

＜その他＞
・備蓄倉庫(寝具、食料等)､避難所等の防災機能
・トレーニング室、ジョギングコース(ウォーキング
コース)､会議室等

＜中アリーナ棟＞
【競技面】1,350㎡
・バスケットボール　２面
・バレーボール　３面
・ハンドボール　１面
・テニス　２面
・バドミントン　６面
・卓球
・体操全種目　等

＜その他＞
・サービス棟､プール棟､研修棟

＜第２アリーナ＞
【競技面】1,155㎡（観客席200席）
・バスケットボール　２面
・バレーボール　２面
・バドミントン　６面　等

＜その他＞
・フィットネスルーム、体操練習場、ランニングコー
ス、研修室等

施設概要

「武道館機能を有する多目的施設」と市内の主なスポーツ施設との比較
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